
日本発の技術を創出医療機器
　
国
内
外
で
医
療
機
器
市
場
の
成
長
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
日
本
で
は
医

療
機
器
や
介
護
分
野
を
有
望
産
業
と
位
置
付
け
、

国
を
挙
げ
て
そ
の
育
成
に
乗
り
出
す
。
膨
張
す
る

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
、
予
防
医
療
や
健
康
維
持

な
ど
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
に
お
い
て
も
医

療
機
器
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
高
齢
化
や
労

働
人
口
減
少
は
日
本
だ
け
が
抱
え
る
課
題
で
は
な

い
。
い
ず
れ
は
世
界
が
直
面
す
る
問
題
で
あ
り
、

日
本
発
の
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
は
将
来
、
世
界
市
場

へ
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。

世
界
の
医
療
機
器
市
場
年
に
兆
円
規
模

空
調
機
器
メ
ー
カ
ー
病
室
の
快
適
性
向
上
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採痰ブースの特徴
　
医
療
機
器
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置

Ｃ

Ｔ

や
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影

装
置

Ｍ
Ｒ
Ｉ

、
超
音
波

診
断
装
置
な
ど
の
診
断
機

器
、
治
療
機
器
、
Ｘ
線
フ
ィ

ル
ム
や
縫
合
糸
、
手
術
用
品

な
ど
の
医
療
用
品
、
歯
科
材

料
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
現

在
の
世
界
市
場
規
模
は

兆

円
強
で
、
国
内
市
場
は
そ
の

１
割
の
約
２
兆
円
を
占
め

る
。
新
興
国
で
は
経
済
発
展

に
伴
い
高
度
医
療
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
り
、
世
界
市
場
規

模
は
２
０
２
０
年
に

兆
円

に
高
ま
る
と
の
試
算
も
あ

る
。
先
進
国
で
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
な
ど
の
普
及
が
進
み
、

検
査
機
器
は
リ
プ
レ
ー
ス
を

中
心
と
し
た
成
熟
市
場
に
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
高
度
医
療

や
先
進
治
療
機
器
の
ニ
ー
ズ

は
依
然
と
し
て
高
い
。

　
医
療
機
器
は
国
内
市
場
で

堅
調
な
伸
び
が
見
込
め
る

が
、
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ハ
ー
ド
ル
も
多
い
。
日
本

の
医
療
機
器
の
貿
易
収
支
は

大
幅
な
赤
字
で
あ
り
、

年

の
輸
出
額
は
４
８
０
８
億

円
、
輸
入
額
は
１
兆
５
８
３

億
円
と
約
６
０
０
０
億
円
の

輸
入
超
過
に
陥
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
診
断
機

器
分
野
は
国
内
に
有
力
企
業

が
多
く
世
界
市
場
で
も
存
在

感
を
示
し
て
い
る
が
、
カ
テ

ー
テ
ル
な
ど
市
場
規
模
が
大

き
い
医
療
器
材
分
野
は
輸
入

比
率
が
高
い
。
特
に
先
端
分

野
の
医
療
器
材
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

の
が
現
状
だ
。

　
国
の
新
成
長
戦
略
で
も
創

薬
、
医
療
機
器
、
介
護
機
器

福
祉
用
具

開
発
の
促
進

に
お
い
て
、
「
海
外
で
の
開

発
・
上
市
が
先
行
す
る
デ
バ

イ
ス
・
ラ
グ
」
「
諸
外
国
と

比
べ
て
高
コ
ス
ト
の
治
験
体

制
」
を
現
状
の
問
題
点
と
し

て
掲
げ
、
そ
の
対
応
を
強
化

し
て
い
く
。
現
行
の
薬
事
法

は
医
薬
品
を
ベ
ー
ス
に
運
用

さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
器
の

審
査
・
承
認
に
多
大
な
時
間

と
労
力
が
か
か
る
。
こ
れ
が

デ
バ
イ
ス
・
ラ
グ
を
発
生
さ

せ
、
国
内
企
業
の
国
際
競
争

力
を
削
ぐ
一
因
に
な
っ
て
い

る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
新

規
参
入
企
業
に
と
っ
て
も
大

き
な
障
壁
に
な
っ
て
い
る
。

　
諸
外
国
は
医
薬
品
と
医
療

機
器
を
分
け
て
審
査
・
承
認

を
行
い
、
日
本
に
比
べ
治
験

に
か
か
る
コ
ス
ト
も
低
い
。

日
本
発
の
革
新
技
術
や
機
器

を
創
出
す
る
に
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
早
期
に
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
超

高
齢
社
会
を
迎
え
、
今
後
も

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や

機
器
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ

る
。
医
療
機
器
は
多
様
な
技

術
の
集
合
体
で
あ
り
、
産
業

の
裾
野
も
広
い
た
め
、
こ
の

成
長
分
野
へ
の
進
出
を
狙
う

企
業
も
増
え
て
い
る
。

　
空
調
機
器
メ
ー
カ
ー
が
重

点
市
場
と
し
て
医
療
現
場
に

期
待
を
か
け
る
。
衛
生
面
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
患
者
が

快
適
に
過
ご
す
点
で
も
空
調

の
役
割
は
大
き
い
。
高
齢
者

や
寝
た
き
り
の
患
者
に
直
接

風
が
あ
た
る
と
、
不
快
感
や

風
邪
の
原
因
に
な
る
。
体

力
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い

る
患
者
に
と
っ
て
風
邪
は
肺

炎
を
引
き
起
こ
す
、
危
険
な

病
気
。

　
そ
こ
で
、
木
村
工
機
は
全

空
気
式
誘
引
放
射
ユ
ニ
ッ
ト

「
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
エ
ア
ビ

ー
ム
」
を
提
供
す
る
。
同
製

品
は
空
調
機
か
ら

度
Ｃ
の

風
と
誘
引
し
た
室
内
空
気
が

混
ざ
り
合
っ
た
風
で
、
放
射

プ
レ
ー
ト
を
冷
却
。
風
を
感

じ
る
こ
と
は
な
く
、
冷
え
た

空
気
が
部
屋
を
満
た
す
。
室

内
の
温
度
の
ム
ラ
を
な
く

し
、安
定
し
た
温
度
を
保
ち
、

音
も
静
か
で
、
快
適
性
が
高

い
。
ま
た
、
水
の
配
管
処
理

が
不
要
の
た
め
施
工
費
は
安

く
、
水
漏
れ
の
心
配
が
な

い
。
冷
温
水
式
高
効
率
空
調

シ
ス
テ
ム
み
ず
エ
ク
セ
ル

と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
大
幅

な
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
。

　
湿
度
の
調
整
も
可
能
だ
。

冬
に
は
湿
度

％
以
上
に
保

ち
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機

能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

活
動
し
に
く
い
環
境
を
作
り

出
す
。
年
々
、
納
入
実
績
を

伸
ば
し
て
い
る
。

　
ダ
イ
ダ
ン
は
院
内
感
染
を

防
ぐ
空
調
技
術
を
持
つ
。
易

感
染
患
者
用
病
室

無
菌
病

室

は
免
疫
力
が
低
下
し
て

い
る
患
者
を
病
原
微
生
物
か

ら
守
る
。
特
徴
と
し
て
は
、

天
井
全
面
か
ら
清
浄
な
空
気

を
吹
き
出
す
。
そ
う
し
た
感

染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、
患

者
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
な
く
生
活
で
き
る
居
住
性

や
、
医
療
行
為
の
行
い
や
す

さ
な
ど
も
考
慮
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
結
核
患
者
の
採
痰

時
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の

空
気
感
染
を
防
ぐ
採
痰
ブ
ー

ス
も
提
供
し
て
い
る
。
結
核

罹
患
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る

り
か
ん

も
の
の
、
国
内
で
は
い
ま
だ

２
万
２
０
０
０
人
以
上
の
結

核
患
者
が
発
生
し
て
い
る
。

結
核
は
結
核
菌
飛
沫
核
を
吸

ひ
ま
つ

入
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
の

で
、
重
々
注
意
が
必
要
だ
。

採
痰
ブ
ー
ス
で
は
、
ブ
ー
ス

内
を
陰
圧
に
し
て
、
患
者
の

咳
で
飛
散
し
た
飛
沫
核
が
拡

せ
き散

す
る
の
を
防
止
。
ブ
ー
ス

内
に
漂
う
飛
沫
核
は
Ｈ
Ｅ
Ｐ

Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
除
去
す

る
。


